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か
が
や
き
松
山
大
賞

　
７
月
に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た

同
大
会
で
優
勝
し
た
池
見
敬
子
選

手
に
、
９
月
２
日
か
が
や
き
松
山

大
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
々
の
努
力
と
運
で
優
勝
で
き

た
と
笑
顔
で
大
会
を
振
り
返
っ
た

池
見
選
手
は
「
今
後
は
指
導
に
も

力
を
入
れ
て
地
元
競
技
者
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

保
護
・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
免
除
）

【
申
請
方
法
】障
が
い
福
祉
課（
市

役
所
別
館
1
階
）
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い

※
現
在
、
市
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
中
の
重
度
視
覚
障
が
い

者
の
人
は
、原
則
、同
行
援
護
サ
ー

ビ
ス
に
移
行
し
ま
す
。
申
請
が
必

要
な
た
め
、
対
象
者
に
は
9
月
中

に
案
内
と
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

【
新
制
度
概
要
】
上
表
の
通
り

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】申
請
書
、

印
鑑
、
申
請
者
の
健
康
保
険
証
の

写
し
、振
込
口
座
の
分
か
る
も
の
、

そ
の
他
必
要
書
類

【
申
請
方
法
】
平
成
24
年
3
月
30

日
㈮
ま
で
に
、
申
請
に
必
要
な
も

の
を
直
接
、
本
館
1
階
市
民
課
14

番
窓
口（
12
月
28
日
ま
で
）・
支
所
・

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
別
館
２

階
）
ま
た
は
郵
送
で
〒
790
８
５
７

１
子
育
て
支
援
課
へ

※
公
務
員
は
勤
務
先
で
申
請

　
6
〜
9
月
分
で
、
子
ど
も
１
人

当
た
り
月
額
一
律
1
万
３
０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

同
行
援
護
と
は

　
視
覚
障
が
い
に
よ
り
移
動
に
著

し
い
困
難
が
あ
る
人
の
外
出
時
に

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
付
き
添
い
で

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は

　
外
出
時
に
お
け
る
次
の
①
〜
③

の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

①
移
動
時
お
よ
び
外
出
時
に
必
要

な
視
覚
的
情
報
の
支
援(

代
筆
・

代
読
を
含
み
ま
す)

②
移
動
時
お
よ
び
外
出
時
に
必
要

な
移
動
の
援
護

③
食
事
・
排
せ
つ
な
ど
の
介
護
や

そ
の
ほ
か
外
出
時
に
必
要
な
援
助

【
料
金
】
原
則
1
割
負
担
（
生
活

　
10
月
か
ら
の
制
度
変
更
に
よ

り
、
す
で
に
子
ど
も
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
も
新
た
な
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
10

月
中
に
申
請
書
な
ど
の
案
内
文
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
市
の
窓
口
業
務
や
施
設
の
利
用

案
内
、
地
域
に
密
着
し
た
生
活
情

報
な
ど
を
掲
載
し
た
平
成
23
年
度

版
「
ま
つ
や
ま
市
民
便
利
帳
」
を
、

市
役
所
本
館
1
階
案
内
所
、支
所
・

出
張
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
次
の
震
災
復
興
支
援

促
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
市
被
災
地
職
能
支
援
促
進
事
業

【
内
容
】
市
内
の
企
業
な
ど
が
、

職
能
を
有
す
る
従
業
者
を
被
災
地

に
無
償
で
派
遣
す
る
場
合
の
人
件

費
の
一
部
補
助

【
対
象
期
間
】
平
成
23
年
４
月
１

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

【
補
助
額
】
派
遣
従
業
者
の
日
給

相
当
額
×
２
分
の
１
×
活
動
日
数

（
限
度
額
20
万
円
）

②
市
被
災
企
業
施
設
等

支
援
促
進
事
業

【
内
容
】
市
内
の
企
業
な
ど
が
、

被
災
企
業
に
無
償
で
貸
与
す
る
土

地
ま
た
は
建
物
に
係
る
固
定
資
産

税
相
当
分
の
補
助

【
対
象
期
間
】
平
成
23
年
４
月
１

日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

【
補
助
額
】
土
地
や
建
物
の
課
税

標
準
額
×
１
・
４
％
×
賃
貸
年
数

③
市
被
災
企
業
短
期
支
援
事
業

【
内
容
】
被
災
企
業
が
、
市
内
の

企
業
な
ど
の
市
内
に
有
す
る
土
地

ま
た
は
建
物
を
賃
借
す
る
費
用
の

一
部
補
助

【
対
象
期
間
】
平
成
23
年
４
月
１

日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

【
補
助
額
】
賃
借
し
た
土
地
ま
た

は
建
物
に
係
る
賃
料
（
限
度
額

２
５
０
０
円
／
㎡
）
×
月
数
（
上

限
12
カ
月
）
×
２
分
の
１

※
被
災
企
業
は
、
り
災
証
明
書
な

ど
の
提
出
が
必
要

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
相

談
課
☎
948
６
４
４
７
・

 

934

１
７
６
８
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
経

済
課
①
は
☎
948
６
３
９
９
、
②

③
は
☎
948
６
５
４
９
・

 

934

１
８
４
４
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
が
い

福
祉
課
☎
948
６
４
３
３
・

 

932
７
５
５
３
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て

支
援
課
☎
948
６
３
５
４
・

 

934
１
８
１
４
へ

　障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月
か
ら
重
度
視

覚
障
が
い
者(

児)

へ
の
移
動
支
援
が
新
た
な「
同
行
援
護
サ
ー

ビ
ス
」
と
し
て
始
ま
り
ま
す
。

笑顔で受賞の池見選手

第
５
回
世
界
な
ぎ
な
た
選
手
権

大
会
女
子
個
人
の
部

　優
勝

池
見
　
敬
子
選
手

10月か ら
重
度
視
覚

障
が
い
者
同
行
援
護
サ
ー
ビ
ス
開
始

新制度概要

子ども１人
当たりの
支給月額

0～3歳未満 15,000円

3歳～小学校修了前の第1・2子 10,000円

3歳～小学校修了前の第3子以降 15,000円

中学生 10,000円
対象となる
子ども 日本国内に住む子ども（留学は可）

支給先
児童養護施設入所などの子どもは施設の設置者ら
離婚協議中などで別居の場合、子どもの同居者を
優先に支給

次
回
子
ど
も
手
当

10
月
７
日
に
支
給

子
ど
も
手
当
新
た
に
申
請
が
必
要
に
！

本
庁
・
支
所

　で
無
料
配
布

など

震
災
復
興
の
た
め
企
業
な
ど

支
援

ま
つ
や
ま
市
民
便
利
帳

平成23年度

出
し
を
時
間
単
位
に
で
き
な
い
か

・
家
の
近
く
の
川
が
排
水
に
よ
り

汚
く
悪
臭
が
す
る
の
で
ど
う
に
か

な
ら
な
い
か

・
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
の
か

・
三
津
浜
地
区
は
高
潮
や
津
波
の

危
険
は
な
い
の
か
。
ま
た
そ
の
こ

と
は
住
民
に
周
知
で
き
て
い
る
の

か・
西
消
防
署
横
の
敷
地
を
子
ど
も

が
遊
べ
る
場
所
と
し
て
開
放
で
き

な
い
か

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

・
三
津
浜
は
駅
・
港
・
空
港
に
近

い
の
で
、
多
く
の
人
に
住
ん
で
ほ

し
い
い
い
場
所
で
す

・
水
産
市
場
に
自
由
に
入
れ
て
、

魚
以
外
の
商
品
の
販
売
が
で
き
る

な
ど
、
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
施

設
に
な
ら
な
い
か

・
新
し
い
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
に

伴
い
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
軽
ス

ポ
ー
ツ
で
利
用
で
き
な
い
か

・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
部
屋
の
貸
し

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
３

８
３
・

 

934
３
１
５
７
へ

２
４
５
１
世
帯
（
９
月
１
日

現
在
）
の
港
町
で
す
。

　
地
区
に
は
支
所
や
交
流
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
消
防

署
、
警
察
署
な
ど
公
共
施
設

の
ほ
か
、
三
津
浜
港
や
伊
予

鉄
道
三
津
駅
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ｒ
三
津
浜
駅
や
松
山

空
港
も
近
く
、
生
活
の
利
便

性
が
高
い
住
み
や
す
い
地
区

で
す
。

　
年
間
を
通
し
て
楽
し
め
る

ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
三
津
浜

の
自
慢
。
活
気
あ
ふ
れ
る
魚

市
場
と
し
て
伊
予
節
に
歌
わ

れ
た
歴
史
あ
る
三
津
の
朝
市

は
、
現
在
、
市
公
設
水
産
地

方
卸
売
市
場
で
月
２
回
一
般

開
放
の
形
で
開
催
さ
れ
、
新

鮮
な
瀬
戸
内
の
魚
が
並
び
ま

す
。
夏
は
、
松
山
港
ま
つ
り

花
火
大
会
に
多
く
の
人
が
足

を
運
び
、
夜
空
に
開
く
大
輪

の
花
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
句
碑
で
た
ど

る
子
規
の
足
跡
や
５
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
市
営
の
渡
し

船
「
三
津
の
渡
し
」、
三
津
浜

グ
ル
メ
の
代
名
詞
「
三
津
浜

焼
き
」
な
ど
、
多
く
の
恵
ま

れ
た
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
設
立
し
た
三
津
浜
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

「
子
規
が
愛
し
た
街
・
三
津

浜
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
三
津
浜
の
地
域
資
源
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
三
津
浜
地
区
は
古
く
か
ら

商
港
が
開
か
れ
、
松
山
の
海

の
玄
関
口
と
し
て
発
展
し
ま

し
た
。ま
た
戦
災
か
ら
逃
れ
、

伝
統
的
な
町
屋
の
家
並
み
に

白
壁
の
蔵
や
狭
い
路
地
、
石

積
み
の
築
港
に
古
い
洋
館
や

レ
ン
ガ
造
り
の
倉
庫
な
ど
が

残
り
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
情

景
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

人
口
５
３
３
８
人
、
世
帯
数

中学生も意見を発表するタウンミーティング

狭い路地と白壁の建物に懐かしさを感じる

ゆったりとした時間が流れる「三津の渡し」

10

三津浜
地区

懐
か
し
い
情
景
の
ま
ち

８
月
30
日
開
催
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
参
加
者
90
人

「誇れる」地域の宝
～まちのいいとこ～

三津浜編

住
民
の
声


